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研究成果の概要：研究分担者, 連携研究者の協力の下, リジッド幾何学の基礎付けを研究した.

特に, EGA III より一般の枠組みで形式幾何学を展開している. 基礎付けの応用としてスキー

ムおよび代数空間の永田コンパクト化の構成など, 代数幾何学での基本的な定理がある. また, 

可換環の完備化の理論の (非ネーター環を含む) 再構成等でも新たな見方を提示しており, 形

式スキームとしてのネーター性がなくてもリジッド空間としてのネーター性があれば 十分で

あることを発見した. これは特に R. Huber による adic space の理論が成立する枠組みを明

快にするものである.基礎付け一般の結果は加藤文元 (京都) との共著として発刊する予定で

ある. 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 3,900,000  0  3,900,000  

２００６年度 3,200,000  0  3,200,000  

２００７年度 3,400,000  1,020,000  4,420,000  

２００８年度 3,600,000  1,080,000  4,680,000  

    

総 計 14,100,000  2,100,000  16,200,000  

 

 

研究分野：数物系科学 

科研費の分科・細目：数学・代数学 

キーワード：リジッド幾何学, 形式幾何学, 志村多様体, Zariski-Riemann 空間, 双有理幾何

学, 非可換類体論 

 
１．研究開始当初の背景 
リジッド幾何学は J. Tate により１９６
０年代に創始された p-進解析幾何学であ
る. その歴史の長さに比較すると, 基礎と
して確立されている部分は決して多くなか
った. 様々な応用, 特に数論や代数幾何学
での応用, の増加に対応した基礎付けが必
要とされていた.特に,A. Grothendieck に
より創始された形式幾何学との関連が M. 

Raynaud により６０年代終わりに発見され
たが, 形式幾何学では強い有限性 (ネータ
ー性)が仮定されることが多く, これらの
技術的な制約を受けない基礎付けが求めら
れていた.   
 
２．研究の目的 
この研究の目的はリジッド幾何学の堅固な
枠組み, 基礎を提供すること, またその整
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数論・（代数）幾何学への応用を与える 
こと, の二つである。交付期間中, 代数幾
何学, 特に双有理幾何学との関連を明確に
した基礎・基本文献の提供を目指す. 後者 
については、志村多様体の局所モデルの構
造や p-進的な保型形式の研究との関連, 
またより刺激的な研究対象としてミラー対
称性予想との関連, 特に Mirror partner 
の構成に応用できるか検討する.  
 
３．研究の方法 
金銅は具体的なユニタリ志村多様体の例を
提供し, 藤野は双有理幾何学の視点を提供
する.リジッド幾何学の基礎については, 主
として加藤文元 (京都大学) との共同研究
として行う.また, 内容も新しいものを多く
含むため, 慎重にチェックする必要がある. 
そのため海外の研究者とも連絡を密にし, 
研究体制を確立する.研究代表者は非可換類
体論・リジッド幾何学の立場からこれらを総
括する.   
 
４．研究成果 

(1) この研究ではリジッド幾何学の研究は

形式幾何学と深く関連している. まず, 形

式幾何学の基礎についてであるが, O. 

Gabber (IHES), 加藤文元との共同研究によ

り, 研究計画の開始当初に構想していた枠

組み (universally adhesive formal scheme)

よ り 広 い ク ラ ス  (universally rigid 

noetherian formal scheme) で基礎付けがな

されることがわかった.直感的には, ネータ

ー性を定義イデアル外で仮定し, さらに位

相的な有限型拡大で閉じるようにしたもの

である. 特に EGA III より一般の枠組みで形

式幾何学が展開され, ネーター的な場合に

知られていた基礎的な定理の大部分が広い

クラスに拡張される. この拡張では可換環

の完備化の理論の (非ネーター環を含む)拡

張が必要となり, 従来のネーター性を仮定

する議論に環論的に新たな見方を提示して

いる.これは特に R. Huber による adic 

space の理論が成立する枠組みを明快にす

るものでもある. 可換環論の部分について

は現在論文を準備中であり, O. Gabber, 加

藤文元との共著論文として発刊する予定で

ある. 

 

これら形式幾何学での結果を使い, 形式幾

何学と双有理幾何学の hybrid としてリジ

ッド幾何学の拡張がなされる. 双有理幾何

学の見方は, O. Zariski による抽象リーマ

ン面をリジッド空間に対して定義するため

にも使われ,この理論において本質的な役割

を果たしている (この構成は研究代表者の

９０年代の研究に基づく). GAGA 型の比較定

理など, 主要な定理の一部分は加藤文元と

の共著として公刊する予定である（  に関

連した報告がある）. 

 リジッド幾何学の代数幾何学への直接的な

応用としてスキームおよび代数空間の永田

コンパクト化の構成などの基本的な定理が

ある. この研究については ２００９年１月

の東京大学で行われた国際研究集会で招待

講演を行った.  

 
(2) 2 次元ガロア表現の剰余表現が可約であ
る場合に, その (nearly ordinary な) 不変
変形環がどのようなものになるか, 従来明
確な予想がなかった. 代表者はこの問題を
取り上げ, 明確な予想の定式化を与えた. 
予想の定式化にはリジッド幾何学の考え方, 
定式化が使われる. 特にこの予想は, 剰余
表現が標数 0 の既約表現に持ち上げられる
ための条件と深く関係しているが, 特別な
場合に持ち上げの存在を示した 
この予想, 及びその証拠となる結果につい
ては２００６年９月に京都大学で行われた
国際研究集会で招待講演を行った. 
 

(3) 幾何学的な Jacquet - Langlands 対応に

ついてはユニタリ志村多様体の場合に２０

０６年８月にスペインで行われた国際数学

者会議での講演で発表している. その際, 

一般的な保型表現の関手性が p-進補間でも

保たれるはずであるという方向性をはっき

りと打ち出している.  
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